
 
 
 
           
     

 
 
 

                

 
 
PRESS RELEASE 
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イネのアルミニウム輸送体の発見 

報道解禁：10 月 12 日(火）午前４時（新聞は 10 月 12 日朝刊より） 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜本 文＞ 

 

・ アルミニウム(Al)は地殻中にもっとも豊富に存在する金属である。しかし、酸性条件下ではア

ルミニウムがイオンとして溶出され、動物や植物、微生物を含むすべての生物に毒性を示

す。特に、アルミニウムイオンは植物の根の伸長を低濃度でも短時間に阻害し、その結果、

植物の養分や水分の吸収が低下し、生育の低下をもたらす。そのため、アルミニウム毒性

は世界の耕地面積の３～４割を占める酸性土壌で生産性を低下させる主な要因となってい

る。しかし、アルミニウムが植物の細胞に取り込まれる仕組みは解明されていなかった。 

・ 私どもはイネのアルミニウム応答性遺伝子発現を制御する転写調節因子 ART１を研究して

いる過程で、ART1 の制御下にある Nrat1 遺伝子がアルミニウムを輸送するタンパク質をコ

ードしていることを突き止めた。 

・ Nrat1 は２価の金属の輸送体として知られている Nramp ファミリーに属しているが、他のメン

バーとは異なり、２価の金属を輸送せず、３価のアルミニウムを特異的に輸送する。Nrat1 は

根のすべての細胞の細胞膜に局在し、アルミニウムによって発現がすばやく誘導される。

Nrat1 遺伝子を破壊すると、イネのアルミニウム耐性が低下したことから、イネは一部のアル

ミニウムを取り込んで細胞内で解毒することによってアルミニウム耐性を向上させていると

推測された。 

・ 今後この遺伝子を利用することで、アルミニウムに強い植物の作成に寄与できる。またアジ

サイのような一部の植物では、アルミニウムが花の色の変化に関与している。したがって、

今後この遺伝子を花の色の改変にも応用できる可能性がある。 

 

 

＜概要＞   
アルミニウム（Al）は地殻中にもっとも豊富に存在する金属であるが、酸性条件下でイオ

ンとして溶出され、全ての生物に毒性を示す。特に、世界の耕地面積の３～４割を占める酸

性土壌において、アルミニウム毒性は作物の生育を阻害する主な因子となっている。しかし、

これまで、アルミニウムがどのように細胞の中に入るのかは謎に包まれていた。我々はイネ

の根においてアルミニウムを細胞内に輸送するタンパク質 Nrat1 を発見した。この輸送体は

根の細胞の細胞膜に局在し、三価のアルミニウムイオンを特異的に輸送する。この輸送体を

操作することで、今後アルミニウム耐性植物の作出に寄与できる。 
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